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し )

① 与式=

② 与式 = 7 ± 3 × (- 4 )

= 7 - 12

= -

③ 与式=
3 (x - y ) + 4 (x +2y )

12

=

3 x - 3 Y t 4 x + 8y

12

=

17x - 5 Y1

12
m～

④5 式 = 4

xz × ( . - 9y )
6 xy

↓長=望
⑤ 与式 = 2√6 -6 = 6

= 恐

(2 ) 解 の 公式 より

C=

- 3 ±√ 32- 4 × 1 × ( - 5)
=

- 3遊
2 × 1



(3) x
-
8 xt 12 = ( x- 2 )(x - 6 )

x = √ + 4 を 代入 して

( G+ 4 - 2 ) (7+ 4- 6 )

= (+ 2 ) (√7- 2 )
= ユ- 22

= 7 一 4

辶

Y = x
2

0 ≡ Y ≤ 9
～～

(4 )

…嶸
左国 のグラフより

- 2 0

(5 ) AC =AD より OACD

はニ 等辺三角形。

よて LACD = 680

い
い

680
!錯角

LACB= 1800 -68 + 68 )

) 440 (440
ヘ768 = 440

EB = EC より O EBC は =等辺三角形
よって LEBC = 440

平行四辺形 の 向 か 合う 角 は 等 いから



LABC = 68
?

よって

LABE = LABC - LEBC
= 680 - 440
= 24

～

( 6 ) ① AC の 垂直 =等分線
①

A を作

十 0 ② AC と ① の 交点 と
,

eD 司
い

ヘ い
B を 結 ぶ

⑨
B E C ③ ② の 線分 の 重道

メ③
=等分線 を 作図

④ AB③ の 交点 が D
.

C と ③ の 交点 がB

E である
。
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( 1 ) 点 A は Y = x + 5 上 にあり
x
=1 なので

Y = 1 + 5

= 6 : . A
(

1
,
6 )

また , 点 A は = x 上 にあり x = 1
, y = 6

なので

6 =a ⇒



(2) 点 Cは Y = x + 5 上 におり y = 0 なの

O = xt 5

: ∴ x = - 5
: C ( - 5

,
0 )

また 。 点 C は y = - Bx tb 上 にあり x= - 5 . y = o
なので

0 = - ☆ × (- 5) tb ⇒ b遊
( 3) 難間

点 D は Y = 上 にあり

\
( 1
,
6 ) x=- 5 なので

(- 5
,
0
) 6 Y =

-⑤
t
ー

5
.

昨 = -⑤
(- 5
. -

⑤ )

∴ D ( - 5. -
5⑤

)

点 A の x 座標 の 点 を F とする

OOCD = Ix 5 x⑤= 3

LAOF = I × 1 × 6 = 3

よって

O OCD =∞ AOF
～ ～m



ロ ACD O

= OACOtocDom

= OAcO t o AoFm

@ F
= □ACFm ー①

仮定 より

( 1 , 6 ) ロ ACDO = LACE

であるから ① より

- 5, 01
O ACF = OACE

. F

よて 等積変形 から

m AC / EF
ヒ

5 である 。g = -5 x - 5

直線 AC の 傾 きを A とおくと
.
傾 き = 変化 の

割合 なの
。
A ( 1

.
6 )

、

a :
Y の 増加量

6
x の増加量

〉
c

6

=) (-5 , 0 )

6
=

も

= 1



平行 な直線 の傾きは 等 しいので 直線 EF の

傾きもしである
。
直線 EF の 式 を Y = x tn とおくと

F ( , O ) を 通 るので
O = 1 th ⇒ n = -

1

よって
、
直線 EF は Y = x - 1 である

。

点 E は Y = x - 1 c y =- 5x -5 の 交点 なので

Y = x- 1 ー の

{
y = - ☆ x - 5 ー②

① を ② に代入 して

x - 1 = - Bx -
5

xt 5 x = 1 - 5

34 x = - ③

∴ x = -上

よって 点 E の x座標 は 一点

(参考 )

x = 一 きを ① に 代入 してて

学 =熱 : ∴ E( - I .
-
)
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① 樹形 国 は 以下 の 通 り

花子 太郎 花子 太郎 花子 太郎
2 1 1

邰罩 : 溪? .6 0

花子 太郎 花子 太郎 花子 太郎
I 0 I 0 L 0

2 2 ① 2 ①

4 3 5冬 己 長。
6 6 5

よって 30通り
m

② の ①
の樹形国 より 花子 さんと 太郎 さんの 間 に

空席 が 2 つ 以 上 あるときの 座 り 方 は 全部
で 12通 り
～

よって 求 める 確率 は

号量
=

…



(2 )

の ① 点 Qは 分 速 2m の 速さで 辺 AB ± を 点 B に
着 くまで 移動し , その 後停止 する

。

辺 AB = 8m なので 点 Q が A → B に 移タ動
する 時間 は

8 ÷ 2 = 4 分
したがって4 分以降 は 点 Q は移動しない

( ; ) 4 ≤ x ≤ 9 のとき

点 P は 辺 D C 上 にある
。

D
,

p
C

よ
. て OAQP の 面積 はは

虫
4

:

Q
y =1 , 8 × 4
⑯

\

議
A \ 8

B

( ?; ) 9 ≤ x ≤ 14 のとき

点 ) は 辺 CB 上 にある1

D
.

(

彡 Q
7

⑧
1

A BCP1

点 C から AB に 垂線 を 下 ろした 足 をぐ
っ

/

点 から AB に 垂線 を 下 ろした 足 を P1

とする
O CC ' B と OPP ' B において
CC1 PP' より 同位角が 等しので



∠ CCB = LPP
'

B ー の

LC
'

CB = LP 'PB ②

① , ② より 2 組 の 角 がそれぞれ等 しいので

OCCB ∞ OPP
'

B

対応 する 辺 の 比 は 等 しいので

CC: PP
'
= CB : PB ー③

ここで AC= 5m . AB = 8m
P より彡

⑤

影
00

Q CB = 8 - 5 = 3m

^B/ であり CB = 5 m であるから

OCC
'

B で 三平方 の 定理 より

CC
' =√ 5-2 =√259 =0 = 4

= 4 m

また AD tDC + CB = 4 + 5 t5 =14
m

ADDC + CP = xm であるから

PB = 14 - x m

よて ③ より

4 : pp= 5 . 14 -
x

B
～

CC
1

PB

5 pp
=

4 ( 14- x )

pp
'

= ⑤ ( 14 - x )
= - 4 x⑤



したがって OAQP の 面積 はは

y = 上 × 8 × ( - 5 x + )

= - 号 x+ 一 ④

④ は 右下 がりの直線 であり x = 9 の Cき Y = 16
.

x = のとき Y = 0 を 通 る
,

14

以上 よりグラフは 以下 の 通り

(
4 ≤ ≡ 9 ではよ =ルが

9 ≡ x≡ 16では
ェ (9

,

16 )
,
( 14 , 0 ) を

通 る直線

0 ∞ y = 4

② ののグラフよりは = 4となるのは O ≤ x≡ 4 .

9 ≤ x ≤ 16 のときである 。

O ≤ x ≤ 4 のとき( i )

Y = Axz とおくと ,(
4
, 16 )

を

通 るので
16 = ax 42

= 16 a : a = 1



よって Y =
x

で y = 4 のとき
4 = x

2

: x = ± 2

x > 0 であるから x = 2
～

( i ; ) 9 ≤ Y ≤ 16 のと

Y = - ⑤ x +等 に Y = 4 を 代入 して

4 == 6 x+

号x一 4

=
=

: x =等 ×

16
⑤

=
{ 影

Y = 4

2 4

～

ー

柔 屯

よて 、求 める 時間 は

5 - 2 =5 = 努 = 105 分

ここで 3 分 = 45秒 なので
メ

l 分 = 60秒

10 分 45 秒
～

～ { 好分 =?
秒(

3
2 ×沉

→

∴ ? : 60 × 3 = 45
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( 1 ) 表 2 より
、
平均値は

3
.

× 1 t 3
.

6 × 1 t 3
.
9 ×5 = 4

.

0 × 6 4 . 1 × 5 4 . 5 ×74

20

=

3
.
+ 3

.
6 t 19 . 5 + 24 .

0 + 20
,
5 + 9

.
04

20

=
= 4

.
0 km
～

(2 )

① 表 しより 1 人 が 1 km 移動 するときの 自家
用 車 の CO2排出量 は 130 g なので

20 人 全員 が 自家用 車 に 乗 った場合 の CO 2

排 出量 は

130 g × 20 人 × 4 km = 10400g

ある 人数 を 路線バスでの 通勤 に 変更
したときの 方 が 20 人全員 が 自家用車 で 通
勤 したときょりも 36

.
5 % 削減 できたので

( O 400 × O . 365 = 3796 gmm

②

⑦ CO 2 排出量 で 式 を 作 る
。

表 より1 人 が 1km移動 するときの 路線
バスの CO2 排出量 は 578

.
自家車用 は 130g

なので CO 2 の 総排 出量 は



57 x x × 4 t 130 xy × 4

= 228 x + 520 y

問題文 より CO 2 の 削減量 は 36
.

5 % なので

変更 したときの CO 2 排 出量 の 割合 は

100 % - 36
.

5 % = 63
.
5 %

よって 、 CO 2排出量 は

10400 × 0
. 635 = 6604

以上 より

228 x ± 520 y = 6604
mmmmm

⑨. ⑨

x t y[ 228x +520y604
② ÷ 4 より

517 x t 130 y = 1651 ー ③

①× 57 - ③ より

57x t 57 y = 11 40

57x + 130 y =165
- 73 Y = -5 リ

y =
7

Y = 7 を ① に 代入 して

x t 7 = 20 : x = 13

よ

x = 13 , は = 7

o m
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( ) OABC で 三平方 の定理り

AC =√ 6- =√ 3世
= 2√5 cmmm

2
= 20 = 2√5

(2 ) AP PF を 含 む 面 の 展開 国 で 考える
、

B
A.

6
-
4
. APT PF がもっとも短く

T

なるのは A
, P . F が 1 つの

5
∞

P 直線上 にあるときである
。

F E
D

LA BP と LACF において

BP // CF より 同位角 が 等 しいので
LABP = ∠ ACF ー ①

LAPB = LAFC ー②

①
.
② より 2組のが角 それぞれ等 しので
OABP ∞ OACF

対応 する 辺 の 比 は 等 しいので

AB : AC = AP : AF ー ③

ここで □ A で 三平CF 方 の 定理 より
AF =√ 10 ~5

ー

mm

= N 100 + 25

= 5「
5 APPF ) = √ 125 = 505

したが 。
て ③ より

4 : 10 = AP : 5√5



10 AP = 20√57p = 205 cm
～

彡 難問
AFDで 三平方 の 定理よりTF=N5
ー

)ー

ー

=√20 +25
=√

ーー
2√5
)

= 3√5 cm
～～ = 3√5

(2 ) より

∴'s
√

AP + PF = 5√5 cm

「 305 Ap = 2 √5 cm
ー

\

☆

1
なので

PF = 5√5 - 205
: 305 cm
~

～

ょって OAFP は AF = PF α = 等辺 ≡ 角形。

* F から AP に 下ろした垂線 の 足を

3√ 5 H とすると
, AH = PH なので

1 H
言 AH =√ 5 cm

^brs,
よって □ FAH で 三平方 の 定理 りー
- √45 -

5

FH =√ 3√5[ ) ー√ 52

) = ↑40 = 2No
= 20 cm

したがって O AFP の 面積 は √50 = 53
→

文 × 2√5 ×=To = 2√50 = 2 × 5β =10fcmn～



②

4
ー

ト
1

CF11 AD なので 等積 変形 より 三角錐 ADPC と

三角錐ADPF の 体積 は 等 しい

OAPD の 面積 = 土 × 5 × 4 = 10 cm
2

ADIAC であるから 三角錐 ADPC の 体積 は

∞ APD を 底面 として

話 × 10 × 2√5 :
～ 死

警 cms ー ☆

OAPD

である。

( i ) 三角錐 ADPC において OAPC を 店面 と

したときの 高 さ acm を 求 める。

(2) の 展開 国 で OABPSOACF であるから
AB : AC = BP : CF



CT
6 B

A4 . よて

5 oP 4 : 10 = BP : 5

IOBP = 20
\

F E
D

BP = 2 cm

O PBC で 三平方 の定理
ー

～
より

PC =√2t6 =√4 + 3ーう
1 =O

= 2o cm
.

= 200
しり

。
(2 ) より

AC =
2√5

.
AP = 205

なので 、 OAPC は =等辺
三角形 である

。

A 点 A から PC に 垂線 を 下ろした
足 を I とするとPI = CIなので 、

議 AI = TOcm応浜染 よって O API で 三平方 の 定理
より

AI =Nで √Z0 - 10

= NTOcm = VTo

よ。 て 「 APC の 面積 は

上 × 2o × ro = 10 cmm



以 上 より OAPC を 底面 としたときの 三角錐
ADPC の 体積 は

方 × 10 × a =

1⑩
～ m

OAPC 高 さ

と表 され ☆よりこれが cms なので

器興猷
= 2√5 cmmmm

三角錐 において σ を 底面 と(i ) ADPF AFP

したときの 高 さ cm を 求 める。b

(3 ) ① より OAFP = 103 cm なので 三角錐
ADPF α 体積 は

話 × ION Ʃ× b

=

と表 され 三角錐 ADPCC 三角錐ADPF の

体積 が等 しい : とと
.

☆ より

興答主



= 2
答答築:匹= To cmmm

よって

告 =で器世点= =
[ 6 ]
くり

OEAD と OEBC に

おいて ,

対頂角 は 等 しいので

∠ AED =∠ BEC ー①

AB に 対 す 円周角 はる

等 しいので

∠ADE = ∠ BCE ー②

① , ② より 2組 の角 がそれぞれ等しいので、
OEAD ∞ O EBC (証明終わり )



(2 )

①

点 □ と 点 B を 結ぶ
OB
,
OC は 円 O の

い

半径 なの
s

OB = OC

r ノ また 半径 と接線 の

ー

ノ なす 角 は 90” なので
子

2
(300 LOBC = 900

よて

∠BOF = 1800 - ( 900 ±30 ~ )

= 60 ～

OOBC は OB = OC の =等辺三角であるから
LOBC = 180- 60' ) ÷ 2

= 60
?

LOCB = 180 - 60
'

- 60
.

= 600

以上 より □ OBC は 内角 が 全 て 60
” なので

正 三 角形 である。
⇒ OB = OC = BC

.

BC = 2 cm より OC = 2 cmmm



② 難問
∠ADC は直径 に対する

n
L 円周角 なので

\
∠ADC = 900

ュ
ー

ィ また DA = DC である
\

から O DAC は直角
2

ー

2

\

=等辺三角形。 よって

× (300 DA : DC :AC = 1 : 1 :f
.

① より OC = 2 cm なので Ac = 4 cm ( 円 の直径 )

よって

DC : = 1 に
3～
IDC = 4

?
: 告 ×③

DC = 2v3 cmmmmm 望 = 23
.

また BC に 対 する 中心角
と円周角 より

30^ < BDC = ILBOC

0 = 土 ×
(

450
(2 )のより

= 30
?

6

DAC は 直角=等辺
三角形 なので
LDCA = 45

～



E 点 E から CD に 垂線 を

咸 2
x

下 ろした 足 を H とする

* また ,
CH = xcm とする

。

)45~\
☆ /ーxsー3ー

OE CH において ∠CEH = 180 - ( 90
×

45 ^
)

= 45～

より 直角 =等辺三角形 なので

HC = HE : HE = 7xcm

OEDH は 30
-

600
-

90”
の 直角三角形なのでで

: : HD = 1 : 2 :3HEED
よて

ED = 2x
.
HD =√3 x

となる
。

HC THD = CD

なので

x t √3 x = 2Ʃ

( 1 + √3 ) x = 2√3

↴ 有理化x =

、+超 ×

、-33
2≡ ( ( -√3 )

=

1 t√3 )( (_√3 )



=

2√3 - 26
* (atb )(a- b ) =G- b

2

I
2
- √32 ←

23 - 26

觀
= -☆ +6

よって求 める ED は2 xcm なの

ED = 2x

= 2 ( -β +6 )

= 2√6 - 2B cmumm


